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No. 項目 点数（0〜4） 時間・距離など

1 座位からの立ち上がり 0 1 2 3 4

2 立位保持 0 1 2 3 4

3 座位保持 0 1 2 3 4

4 立位からの着座 0 1 2 3 4

5 移乗 0 1 2 3 4

6 閉眼での立位保持 0 1 2 3 4

7 閉脚での立位保持 0 1 2 3 4

8 立位での上肢の前方到達 0 1 2 3 4

9 床から物を拾う 0 1 2 3 4

10 左右の肩越しに後ろを振り向く 0 1 2 3 4

11 360度の回転 0 1 2 3 4

12 台に交互に足をのせる 0 1 2 3 4

13 継ぎ足立位（タンデム立位） 0 1 2 3 4

14 片脚立ち 0 1 2 3 4

合計： ／56点　　前回の合計： 点

カットオフ値・変化の目安

・45点以下：この値で二分すると、転倒する人の多くを見逃すと報告されています（Muirら、2008年）。点数が低いほど、転

倒のリスクが上がる傾向があります。

・45〜51点：レビューで報告されたカットオフ値の幅。BBS単独で転倒のリスクを決めるには根拠が不十分とされています

（Limaら、2018年）。

・測定誤差を超える変化（95%）：前回が45〜56点で4点、35〜44点で5点、25〜34点で7点、0〜24点で5点（Donoghue、

2009年。脳卒中・パーキンソン病などの方を除く高齢者）。施設で介助が必要な方では8点（Conradssonら、2007年）。

採点の基準（時間や距離）は、公式の採点表で確認します。やまねこのリハビリ・介護手帖 yamaneko-family.com/reha/bbs


